
 

 

家畜保健衛生だより 
 

  みつばち用医薬品は 

  使用基準を守り、正しく使用しましょう。 
 

みつばち用医薬品は、使い方、使用量、使用禁止期間（休薬期間）など 

の使用基準を守って使用しなければいけません。  

 

＜使用基準を守らないと・・・＞  

 出荷した蜂蜜に医薬品が残留基準値を超えて残留した場合、回収や廃棄 

の対象となります。使用基準を守って使用すれば、食べても問題のない 

はちみつが出荷できます。 
 

 

（例）「みつばち用アピテン」を使用した場合 

２月１～７日まで使用した場合、出荷できるのは２月 22 日からとなります。 
 

  ２月１～７日    ２月８日～21 日     ２月 22 日 

                                           

使用期間     使用禁止期間 14 日間   出荷可能 
                         

 

現在、みつばちに使用できる医薬品は以下の３製剤です。 

薬剤名 使用期間 注意事項 

みつばち用アピテン 7 日間 

投与期間や投与後 14 日間に蓄え 

られたはちみつやローヤルゼリー 

は食用に出荷できない。 

日農アピスタン 
6 週間以内 

投与期間中に蓄えられたはちみつ t                                                                  

やローヤルゼリーは食用に出荷で 

きない。 アピバール 

 

投与方法を守らず、はちみつに残留した事例（損害は農家負担）  

みつばち用アピテンを専用飼料ではなく、自家調製飼料に添加したた 

め、飼料が巣箱内に粘着。洗浄で除去しきれず、はちみつに残留 

（３ｔを回収）。 

 
   使用基準の確認方法は裏面へ 
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使用基準の確認と使用の記録 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本所＞ 

〒259-1215  平塚市寺田縄 345 

TEL：0463-58-0152  

FAX：0463-58-5679 

 

＜西部出張所＞（足柄上合同庁舎第 2別館 3階） 

〒258-0021 足柄上郡開成町吉田島 2489-2 

TEL:0465-83-3003   

FAX:0465-82-6330 
 

神奈川県湘南家畜保健衛生所 


